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A Consideration of Reconstructing our Image of the Kofun Period :  

















基の前方後円（方）墳が造営された。墳長超 200mの前方後円墳 32 ／ 35 基，超 100mの前方後円
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めごろに約 5200 基の前方後円（方）墳が造営されたが，墳丘の長さが 200mを超える巨大前方後






































めごろに約 5200 基の前方後円（方）墳が造営されたが，墳丘の長さが 200mを超える巨大前方後













































































的承認」［小林 1961］を考えた小林は，1959 年に刊行された『世界考古学大系 3 』の「古墳がつく
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ない」。つまり，「倭王権の確立と完成は，5世紀後半の雄略の時代（465 年頃～ 489 年頃）にある。
それによって王権による倭人種族の統合の動きが生起する。倭の初期国家の権力機構の形成は，磐






































































































































































































































































































































考の彼岸に放擲して，3 世紀中ごろから 7 世紀初めごろの前方後円墳の変遷だけをとおして，律令



































のピークの 1999 年には緊急調査経費は約 1320 億円にものぼり，1975 年にはわずか 898 名だった
埋蔵文化財担当の専門職員（都道府県や市町村の各自治体や，その外郭団体など）が，2000 年に
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5 世紀後半ごろとか 6 世紀前半ごろというよりはイメージが抱きやすいし，わかりやすいのかもし
れないのか，安易に使ってしまいがちである。ただ，そのときの「わかりやすいイメージ」の淵源





































































































































































たいして前方後方墳 10 基が築造されている。そのなかで前方後方墳の最大は墳丘の長さ 70m（以
下，古墳名のつぎの括弧内の数字は墳長）の聖陵山古墳だが，前方後円墳で最大の丁瓢塚古墳（104）
よりはかなり小さい［岸本 2000］。また，吉備地域でも 1・2 期に前方後方墳が顕著だが，「箸墓古
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前方後円墳 21基 東北　 6 基 前方後方墳　　 4 基 東北　 0
関東　15基 関東　 4 基
　墳長130m以上　 6 基
 前方後円墳　 5 基 東北　 1 基 前方後方墳　　 1 基 東北　 0





















































































































奈良盆地東南部，三輪山西麓の大和・柳本古墳群は，前方後円墳 27 基（後期の珠城山古墳群 3
基を除くほかの 24 基は前期），前方後方墳 5基，前方後円型弥生墳墓 5基のほか，時期不明の円墳
数基で構成される（図 2）。29 基におよぶ前期の前方後円（方）墳のなかには，墳長 200mを超え










大雑把にいうと，墳丘規模の大小をみせる 6～ 7基ぐらいがたえず平行しながら，4～ 5代におよ
んで造墓された蓋然性が高い。そうだとすれば，格差をもった 6～ 7人ほどの首長が， 3世紀中ご
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33 面の三角縁神獣鏡と 1 面の画文帯神獣鏡を副葬していた黒塚古墳や，おなじく舶載鏡，仿製鏡
とりまぜて合計 23 面の鏡を副葬していた大和天神山古墳なども含まれているし，波多子塚古墳や
下池山古墳は前方後方墳である。         





















も含めた 3 ～ 4 世紀の首長層の支配方式は呪術的であったと見るわけだ。ところが，それと相即不
離の関係で， 4 世紀史は闇の彼方だ，卑弥呼時代の延長としてなんとなく未開的だ，といったイ
メージが醸成されたり，そういった雰囲気のなかに閉じこめられてしまうのはどうしてだろうか。




ていたにもかかわらず，119 本の鉄剣と 24 振りの直刀に加えて 9 面の仿製鏡などが，また 4 期の




であった事情を明白に物語っている。               
奈良盆地西部に展開した馬見古墳群でも， 3 期の前方後方墳，新山古墳（137）には 34 面の，お
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域では 1 期の駒形大塚古墳（64）以降， 6 基の前方後方墳が一代一墳的に首長墓系譜を形成するが，




以降 4 ～ 5 代それがつづき， 9 期にまた前方後円墳が復活する。ところが，一段ランクの低い帆




して言えないし，地域首長の自律的な要因だけが原因とは考えにくいのである。             







































しかも， 4 世紀と 5 世紀の巨大前方後円墳の変化―墳丘形態，円筒埴輪や形象埴輪のありかた，周
濠の構造など―は斬移的で，さほど劇的なものではないという事実がある。さらに，古市・百舌鳥
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古墳名称 墳丘（墳長） 鉄刀 鉄剣 鉄矛 鉄槍 鉄鏃 鉄鋌
アリ山 方墳（45） 77 8α 5 48 1612 ―
野中 方墳（37） 154 16 3 ― 740
西墓山 方墳（20） 42 162 1 87
盾塚 前方後円墳（64） 51 22 3 ― 375
鞍塚 円墳（40） 4 2 2 2 163α
珠金塚 方墳（27） 11 13 ― ― 326
堺大塚山 前方後円墳（159） 13 94 17α 多数 多数
七観山 円墳（50） 約150 約40 6 多数
高塚 円墳（30） 9 134 大282，小590
猫塚 円墳（30か） 8 15
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8 ～ 10 期の後期大王墓は，岡ミサンザイ（仲哀陵）古墳（242），今城塚古墳（190），河内大塚
古墳（330），平田梅山（欽明陵）古墳（140），見瀬丸山古墳（318）の順に築造される。 1～ 4 期
の前期には 12 基， 5 ～ 7 期の中期には 20 基あった墳長超 200mの巨大前方後円墳は， 8～ 10 期
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墳群では前方後円墳 2代に方墳 2代，計 4代の首長墓が連続して築造されているし，竜角寺古墳群
では複数の前方後円墳が数代つくられたあと方墳が 2代つづくようである。また，内裏塚古墳群で

























千葉県岩屋山古墳 方墳 80 大阪府葉室塚古墳 長方墳 75
千葉県駄ノ塚古墳 方墳 62 大阪府向山（用明陵）古墳 方墳 65
群馬県宝塔山古墳 方墳 60 大阪府磯長高塚（推古陵）古墳 方墳 59
群馬県愛宕山古墳 方墳 56 奈良県石舞台古墳 方墳 50
栃木県多功大塚山古墳 方墳 53 奈良県茅原狐塚古墳 方墳 50
千葉県割見塚古墳 方墳 40 奈良県赤阪天王山古墳 方墳 40
栃木県車塚古墳 円墳 82 奈良県岩屋山古墳 方墳 40
埼玉県八幡山古墳 円墳 74 奈良県牧野古墳 円墳 48～60
栃木県桃花原古墳 円墳 63 大阪府叡福寺北（聖徳太子墓）古墳 円墳 52
栃木県丸塚古墳 円墳 58 奈良県ムネサカ1号墳 円墳 45
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を樹立させた古墳は，小型円墳にいたるまでじつに 1200 基もの多きを数える［右島 1995］。
二，三の事例をみておこう。第一に，千葉県内裏塚古墳群（図 11）。この古墳群は 2基の 5世紀
代の前方後円墳のほかは， 9基の後期前方後円墳と 6基の終末期方墳が，20 数基の後期円墳を随











第二に，千葉県龍角寺古墳群（図 12）。37 基の後期前方後円墳と 6基の終末期方墳と 71 基の円
墳で構成される古墳群である。前方後円墳 37 基のうち墳長 40m級が 7基，30m級が 19 基，20m
級が 9基と，小型前方後円墳が圧倒的に多い［高谷編 2008］。 6 世紀代はそれら小型前方後円墳を
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築造した，ほぼ均質な 6～ 7系譜の首長墓が墓域を共同にしていたことが想定されるが， 7世紀に
なると中型前方後円墳の浅間山古墳（78），大型方墳の岩屋古墳（80），中型方墳のみそ岩屋古墳（32）
というふうに， 3代におよぶ傑出した盟主墳が抽出でき，それを中核にした 2～ 3系譜程度の首長
墓に収斂されていくようである。ことに，岩屋古墳は 7世紀の方墳では列島第 1位の規模を誇るが，
3段築成でつくられた墳丘の土量は前代の浅間山古墳を遙かに凌駕している。
第三に栃木県下野古墳群（表 9）。 6世紀中ごろ～ 7世紀中ごろに形成されたこの古墳群は，墳
長が 60 ～ 90m（最大は吾妻古墳の 134m）の前方後円墳や，直径 82mと 7世紀では列島第 1位の
大型円墳の車塚古墳など，12 基の大・中型の前方後円墳や 6基の大・中型円墳などが，一定の距
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1 期（TK10） 2 期（TK43） 3 期（TK209） 4 期（TK217）
Ａ 冨士山●86
（埴・葺）
茶臼山 ●▲ 91（埴・葺） 長塚 ●▲ 80（葺） 桃花原●63（葺）（石・石）
Ｂ 壬生愛宕塚 ●▲ 78（埴） 牛塚 ●▲ 60 車塚●82（葺）（石・石）
Ｃ 吾妻 ●▲ 134（埴）（石・石） 国分寺愛宕塚 ●▲ 78（石室），山
王塚 ●▲ 82（河＋切・石）
丸塚●58（石・石）
Ｄ 甲塚 ●▲ 85（埴）（石・石） オトカ塚 ●▲ 32（河・石）
Ｅ 岩屋●46（石・石）
Ｆ 御鷲山 ●▲ 74（埴）（石・石），横
塚 ●▲ 52（埴）（河＋切・石）
下石橋愛宕塚 ●▲ 84（石・石） 多功大塚山■53（横口式石槨？）
Ｇ 兜塚45（埴）（石・石） 上三川愛宕塚（石・石）
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陵）古墳の 486m や，後期の見瀬丸山古墳の 318m にいたるまで，墳長が 200m を凌駕した巨大前
方後円墳は，全国でわずかに 35 基しかない。そのうちの 32 基が大和・河内・和泉・摂津地域に集

















































































































そ北・中部九州ではつぎの 4段階の変遷を辿る。 5世紀初めごろから中ごろの第 1段階には，家形
石棺や横穴式石室の石障に，浮彫りや線刻で，鏡の形式化した同心円文や直弧文，靭・盾・大刀な











































































































































81.5mにもおよぶ。京都府赤坂今井墳墓は長辺 39m，短辺 36m，高さ 4mの方形墳墓だし，島根県












もっとも数量が多い京都府大風呂南 1号墓第 1主体部には，鉄剣 11，鉄鏃 4，銅釧 13，貝輪 1，















































もっとも数量が多い京都府大風呂南 1号墓第 1主体部には，鉄剣 11，鉄鏃 4，銅釧 13，貝輪 1，







































































































































































































































的先後関係をもつ 2～ 3基程度にグルーピングできるから，大ざっぱにいえば 6世紀後半ごろには
30 ～ 40 ほどの古墳造営主体がいたことになる。律令期の摂津国能勢郡―能勢地域にほぼ重なる―
は 3郷で構成されていたから，郷戸実態説にのっとって 1郷 50 戸とみなせば，約 150 家族がいた
ことになる。古墳時代後期をその 7割程度と仮定すれば，およそ 120 家族ほどがいたのであろうか。






































































は直径 10～ 20mほどの小型円墳である（図 20）。それらの多くは農民層の墳墓とみなされているが，
なかには鍛冶工具や鉄滓を副葬していて鍛冶工人のものもあったようだ。10 期のウワナリ塚古墳
の両袖式横穴式石室はいわゆる巨石墳で，巨大な玄室の幅は 2.9m，長さは 6.85m，高さは 3.6m以
上，玄室面積は 19.87㎡である。いっぽう，直径 10mのホリノヲ 6号墳の右片袖式横穴式石室の玄



























































































一部重複するが，栃木県の那須地域では， 1期の駒形大塚古墳（推定 64）にはじまって， 2期の




墳は築かれない。大分県豊前地域の川部・高森古墳群でも， 1期の赤塚古墳（57.5）， 2 期の免ヶ
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古墳（107）の 4代の大型前方後円墳が， 2～ 4期にかけて築造される。ところが 5期になると，前
方部が矮小化された帆立貝式古墳に墳形が変更される。野毛大塚古墳（82）がそうであるが，後円
部の大きさは直径 68m，高さ 11mと大きく，それまでの前方後円墳にくらべても遜色ない土量が使






























































































































































































































































































としている点は，国家の本質の重要な特徴を指摘したものといえる」。そして「 3 世紀中葉から 5
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縁的な結びつきは，前方後円墳などの墳墓をつうじては見えてこない。                 
それと関連して，古墳以外の古墳時代の墓制をどうみるか，といった問いが発せられる。前方後
円墳をはじめとした古墳の重要な要素である墳丘をもたない横穴墓や地下式横穴墓，あるいは先述



















































































































































岩手県猫谷地古墳群のような，100 ～ 200 基にもおよぶ大型群集墳もめずらしくはない。埋葬施設
には木棺直葬と石室の二通りがあって，前者は 7世紀前半ごろ～ 9世紀後半ごろと長期にわたって，
北東北一円におよんでいる。いっぽう，石室墳はそれに遅れて 8世紀初めごろに始まり， 9世紀に
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A Consideration of Reconstructing our Image of the Kofun Period : Does 
the Period of Keyhole Tombs Predate the Ritsuryo State?
HIROSE Kazuo
The alliance of chiefs from western Japan expanded rapidly toward eastern Japan and while sub-
duing “insurgencies” around the country the rulers from among the powerful elite in Kinki eventu-
ally became stronger, and thus began to form a centralized power. The general understanding of the 
Kofun period is that the alliance broke up as these regional chiefs became subsumed as vassals and 
society evolved into the ritsuryo state. The prevailing theory that underpins this understanding is that 
the Kofun period was no more than the process of the formation of an ancient state that preceded the 
ritsuryo state, whose gradual development led to the establishment of the ritsuryo state. At play here 
is the historical view of the development of a society from a barbarian to a civilized society where the 
ritsuryo state represents civilization and the Kofun period a society with an immature political system.
In the period from around the middle of the 3rd century to the beginning of the 7th century ap-
proximately 5,200 round or square keyhole tombs were built in the Japanese archipelago, excluding 
Hokkaido, northern Tohoku and the Okinawa islands. There are 35 tombs with mounds of more 
than 200 meters, with 32 of them concentrated in a single region. There are a further 302 tombs with 
mounds of more than 100 meters, of which 140 are concentrated in a single region. Representing a 
center-region relationship, this political order was maintained by chiefs and their personal ties. The 
kuni no miyatsuko, miyake and bemin system of regional government involving the establishment of 
a state,  as described in the Kojiki and Nihon Shoki, was also a political system based on the personal 
relationships of those in the center and those in the regions. That is to say, the Kofun period with its 
“system of personal rule” where several powerful chiefs in Kinai jointly ruled the central government 
by leading their own groups of medium- to low-ranking chiefs is different from the principle of rule 
of the ritsuryo state which was based on the principle of a “system of territorial rule” underpinned by 
state ownership of land.
We must free our ideas from the systematic depictions in the Nihon Shoki of the legitimacy of the 
ritsuryo state and the developmental view of history that has restrained researchers engaged in ar-
chaeology and ancient history. In addition, using the massive quantity of archaeological data as a foun-
dation, we must shed light on the 350-year Kofun period when politics was symbolized by mounded 
tombs as a single cohesive period without succumbing to doctrine centered on what came next.
147
Key words: keyhole tomb, Nihon Shoki, developmental view of history, Yamato government, ancient 
eastern state
